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上川との合流点までの約 4.6 km において、魚類
の移動を阻害する横断構造物は存在しない。なお、












































Fig. 1. 調査地点 
Table 1. 調査実施日 
調査内容 実施場所 年 月日
St.1, St.5, 2012 8月16日
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流下しておらず、機能していない状況であった。










































Table 2. 河川横断構造物の諸元 




合流後 堰堤 A 自然石張りコンクリート 水道，防火用水 1.9m 0.2m 階段式
堰堤 B コンクリート 農業 1.6m 0.6m ―
堰堤 C 自然石積み 農業 2.0m 0.2-0.3m ―
堰堤 D コンクリート 農業 1.7m 0.15m 階段式
堰堤 E コンクリート 農業 1.5m 0.4m 階段式
堰堤 F 自然石張りコンクリート 水道，農業 2.3m 0.6-0.7m 階段式（破損）
堰堤 G コンクリート（一部崩壊） 農業 1.0m 0.2m ―
堰堤 H コンクリート 農業 1.8m 0.5m 階段式（扇型）







Table 3. 水文環境調査結果 
2012 2013 2014
年間降水量 (mm/年) 1243 1723 1359
日最大降水量 (mm/年) 63.5 66.5 66.0
日最大降水量記録日 7月16日 9月16日 7月10日
日降水量30mm以上の日数 (日) 6 11 11
年間平均流量 (m3/s) 3.4 11.2 7.2
最大流量 (m3/s) 24.1 109.5 102.3
最大流量記録日 Jul.17 Jul.13 Apr.4
St.2, St.6 平均 EC 値 (mS/m) 5.4, 6.0 ― 5.3, 5.6
St.2, St.6 平均 pH 7.1, 7.2 ― 7.3, 7.3
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平瀬に設定した。川幅を横断方向に 4 等分する 3









13.2 mm、8 mm、4 mm、2 mm、1 mm、0.5 mm、





















 1 つの調査区は 3 名で採捕し、1 名が投網を 7
回投げ、その後 2 名がエレクトリックフィッ
シャ （ーSmith-Root 社製 LR-20B）、タモ網、サ
デ網を併用して水際部や障害物付近を中心に 15
分間採捕を行った。エレクトリックフィッシャー
の設定は、電圧を 300 V、デューティー比 15％、
周波数を25 Hzとした。直線河道部（St.1、St.3、
St.4、St.5、St.7、St.8）は平瀬部を中心に縦断方





































































総採捕種数は 10 科 17 種、総採捕尾数は 1618 尾
であった。また、オオクチバス Micropterus 
salmoides は国外外来種、ワカサギ Hypomesus 
Fig. 2. 各調査区の水深と流速の状況 































































n=11 n=12n=12 n=14 n=14 n=16 n=12n=12 n=16 n=16 n=16




















































平瀬に設定した。川幅を横断方向に 4 等分する 3









13.2 mm、8 mm、4 mm、2 mm、1 mm、0.5 mm、





















 1 つの調査区は 3 名で採捕し、1 名が投網を 7
回投げ、その後 2 名がエレクトリックフィッ
シャ （ーSmith-Root 社製 LR-20B）、タモ網、サ
デ網を併用して水際部や障害物付近を中心に 15
分間採捕を行った。エレクトリックフィッシャー
の設定は、電圧を 300 V、デューティー比 15％、
周波数を25 Hzとした。直線河道部（St.1、St.3、
St.4、St.5、St.7、St.8）は平瀬部を中心に縦断方





































































総採捕種数は 10 科 17 種、総採捕尾数は 1618 尾
であった。また、オオクチバス Micropterus 
salmoides は国外外来種、ワカサギ Hypomesus 
Fig. 2. 各調査区の水深と流速の状況 































































n=11 n=12n=12 n=14 n=14 n=16 n=12n=12 n=16 n=16 n=16













































 3 季の全調査地点の採捕尾数は、ヤマメが 743













ケは確認されていない。なお、2014 年 9 月 2 日
に St.3 において確認されたコイ科未成魚 7 尾は、
アブラハヤと思われるが同定には至らなかった。 
 St.A の調査 1 回あたりの平均は約 200 尾であ




 主要魚種の流程分布を Fig. 4 に示した。なお、
数値は調査 1 回当たりの平均採捕尾数の流程内に




た。ウグイはSt.A で 75.5％を占めた。堰堤A よ
り上流の分布は少なく、St.1、St.7 では採捕され
なかった。アブラハヤは、St.Aで56.7％を占めた。
堰堤 A より上流では St.6 において 13.7％と比較
的多い傾向が見られたが、各河川の最上流である
St.4、St.8 におけるアブラハヤの分布はそれぞれ
Table 4. 採捕魚種および尾数 
(%)
St.1 St.2 St.3 St.4
17.9 7.7 7.2 9.3 米内川
6.6 14.0 7.3 1.2 中津川
St.A St.5 St.6 St.7 St.8
St.1 St.2 St.3 St.4
0.0 3.5 3.5 4.8 米内川
4.2 7.9 0.0 0.6 中津川
St.A St.5 St.6 St.7 St.8
St.1 St.2 St.3 St.4
5.2 4.9 3.8 0.0 米内川
5.7 13.7 8.0 1.0 中津川
St.A St.5 St.6 St.7 St.8
St.1 St.2 St.3 St.4
18.0 11.8 6.5 4.6 米内川
19.9 0.0 0.0 5.3 中津川














スナヤツメ類 Lethenteron sp. C VU 9 (1.5) 9 0.6
タナゴ Acheilognathus melanogaster D EN 7 (2.3) 7 0.4
ウグイ Tribolodon hakonensis 109 (36.3) 10 (1.7) 5 (1.7) 7 (2.3) 4 (2) 23 (3.8) 1 (0.3) 159 9.8
アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri 164 (54.7) 10 (5) 28 (4.7) 11 (3.7) 11 (5.5) 79 (13.2) 26 (8.7) 3 (1) 332 20.5
モツゴ Pseudorasbora parva 4 (1.3) 4 0.2
カマツカ Pseudogobio esocinus DD 2 (0.3) 2 0.1
コイ科未成魚 Larval cyprinid 7 (2.3) 7 0.4
ヒガシシマドジョウ Cobitis biwae 1 (0.3) 3 (0.5) 4 0.2
ギバチ Pseudobagrus tokiensis VU 1 (0.5) 1 0.1
ワカサギ Hypomesus nipponensis 4 (0.7) 4 0.2
アユ Plecoglossus altivelis 8 (2.7) 1 (0.2) 9 0.6
ヤマメ 188 (62.7) 78 (39) 101 (16.8) 47 (15.7) 61 (20.3) 29 (14.5) 183 (30.5) 48 (16) 8 (2.7) 743 45.9
サクラマス 3 (0.5) 3 0.2
イワナ属 Salvelinus sp. 2 (0.7) 1 (0.2) 2 (0.7) 5 0.3
オオクチバス Micropterus salmoides 4 (1.3) 4 0.2
カジカ Cottus pollux (Large eggs) C NT 110 (36.7) 39 (19.5) 77 (12.8) 21 (7) 15 (5) 43 (21.5) 17 (5.7) 322 19.9
オオヨシノボリ Rhinogobius fluviatilis 1 (0.3) 1 0.1
トウヨシノボリ Rhinogobius kurodai 2 (0.7) 2 0.1
計 599 (199.7) 127 (63.5) 232 (38.7) 92 (30.7) 83 (27.7) 88 (44) 292 (48.7) 74 (24.7) 31 (10.3) 1618
（％） 37 (40.9) 7.8 (13) 14.3 (7.9) 5.7 (6.3) 5.1 (5.7) 5.4 (9) 18 (10) 4.6 (5.1) 1.9 (2.1)
種数 11 3 8 5 3 5 5 2 5 16
レッドリスト
Oncorhynchus masou masou
St. A (n=3) St. 1 (n=2) St. 2 (n=6) St. 8 (n=3) 計 ％St. 3 (n=3) St. 4 (n=3) St. 5 (n=2) St. 6 (n=6) St. 7 (n=3)









り、20～50 mmと80 mm以上の2 峰分布となっ
た（Fig. 5）。一方、2014年春季は放流後であり、
40～80 mmのピークが見られた。ダム上流であり












 なお、ウグイは St.A における秋季の採捕が 83
尾と多く、体長の最頻階級は 40～50 mm であっ
た。アブラハヤは、St.Aにおいて50～90 mmの































































































































































































































































































































Fig. 5. ヤマメの各調査における体長分布 
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Fig. 6. カジカの各調査における体長分布 
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Relation between Cross-River Structures and  
Fish distribution fauna  
of the Nakatsu River in Kitakami River Basin. 





Abstract        This study investigated the relationship between cross-river structures, like 
weirs and dams, and the fish distribution in the dammed Nakatsu river and the 
Yonai river, which is one of its tributaries. The dominant fish species were 
Oncorhynchus masou masou, Phoxinus lagowskii steindachneri, Cottus pollux and 
Tribolodon hakonensis. Although the tendency of armoring by the dam was 
observed in the Nakatsu river, C. pollux and T. hakonensis could not be captured 
downstream of the dam in some investigation sites. The Yonai river has no dams; 
its riverbed consists of gravel and sand, with pools in some places; however, only a 
few underyearlings were confirmed. Numerous small individuals of multiple 
species and Oncorhynchus keta tended to congregate directly downstream of the 
weir located immediately below the confluence of the Yonai river. Furthermore, T. 
hakonensis, in particular, exhibited a significant tendency to have a lower 
distribution upstream of the weir. Improvements to the fishway constructed in the 
weir are required so that small individuals can migrate to the Yonai river, whose 





Key words  Weir，dam，Disturbance of migration，river bed materials，physical environment 
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